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東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
東
北
5
県
の
17
森
林
計

画
区
毎
に
地
域
管
理
経
営
計
画
及
び
国
有
林
野
施
業

実
施
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
国

有
林
野
の
管
理
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
北
上
川
中
流
・
米
代
川
・
庄
内

の
3
森
林
計
画
区
で
計
画
を
策
定
し
、
6
森
林
計
画

区
（
津
軽･

東
青･

三
八
上
北
・
北
上
川
上
流
・
雄

物
川･

置
賜
）
で
計
画
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　
計
画
の
策
定
及
び
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住

民
か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
を
伺
う
た
め
の
住
民
懇
談

会
及
び
学
識
経
験
者
等
の
委
員
か
ら
ご
意
見
を
伺
う

た
め
の
現
地
検
討
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
11
月
か
ら

平
成
29
年
1
月
に
か
け
て
北
上
川
中
流
・
米
代
川
・

庄
内
の
各
森
林
計
画
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
住
民
懇

談
会
で
は
、
森
林
計
画
区
の
概
況
や
次
期
計
画
の
策

定
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針
を
説
明
し
た
後
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
生
物
の
多

様
性
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
山
づ
く
り
を
行
っ
て

ほ
し
い
」、「
国
有
林
の
大
半
は
広
葉
樹
で
あ
る
の
に

伐
っ
て
い
な
い
、
こ
れ
か
ら
先
、
地
域
の
要
望
に
も

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
広
葉
樹
の
取
扱
い
を
考
え
て
い

く
べ
き
」
等
の
ご
意
見
ご
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

設
定
な
ど
、
自
然
条
件
に
応
じ
た
施
業
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、

広
葉
樹
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
供
給
の
検
討
や
、
現
地

の
状
況
に
応
じ
た
施
業
に
賛
同
を
得
ら
れ
た
一
方

で
、「
小
班
内
の
施
業
を
細
分
化
し
す
ぎ
る
と
効
率

が
落
ち
る
の
で
は
な
い
か
」
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
住
民
懇
談
会
と
現
地
検
討
会
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

貴
重
な
ご
意
見
等
を
参
考
に
計
画
案
を
作
成
し
、
30

　
学
識
経
験
者
等
に
よ
る
現
地
検
討
会
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
7
月
31
日
か
ら
8
月
1
日
に
か
け
て

米
代
川
森
林
計
画
区
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
検
討

会
で
は
、
先
の
住
民
懇
談
会
で
の
ご
意
見
等
を
踏
ま

え
、「
多
様
な
森
林
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た
施
業

方
法
の
検
討
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
路
網
か

ら
の
距
離
や
林
況
等
の
現
地
の
状
況
に
応
じ
た
伐
採

区
域
の
設
定
や
針
広
混
交
林
化
、
主
伐
箇
所
周
辺
の

広
葉
樹
の
利
用
の
検
討
、
適
切
な
渓
畔
林
の
設
定
、

現
在
の
林
小
班
区
画
に
と
ら
わ
れ
な
い
伐
採
区
域
の

平
成
29
年
度

　
　
森
林
計
画
等
の
策
定
に
つ
い
て

計
画
課

住民懇談会の様子

現地検討会の様子
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日
間
の
公
告
縦
覧

後
に
、
学
識
経
験

者
等
の
委
員
に
よ

る
森
林
計
画
等
に

関
す
る
検
討
会
を

平
成
30
年
3
月
13

日
に
開
催
し
、
計

画
案
に
つ
い
て
ご

意
見
を
伺
い
ま
し

た
。委
員
か
ら
は
、

「
伐
採
後
の
更
新

が
確
実
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
一

般
の
人
に
も
分
か

る
よ
う
示
す
べ

き
」、「
広
葉
樹
に

つ
い
て
地
場
産
業

と
の
連
携
や
過
去
の
施
業
結
果
等
を
参
考
に
施
業
技

術
の
確
立
を
進
め
て
ほ
し
い
」、「
ナ
ラ
枯
れ
対
策
は

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
被
害
状
況
に
応
じ
た

対
策
を
行
う
べ
き
」、「
観
光
資
源
と
し
て
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
を
積
極
的
に
P
R
す
べ
き
」
等

に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
計
画
案

の
修
正
を
求
め
る
意
見
は
な
く
、
計
画
案
は
了
承
さ

れ
、
平
成
30
年
3
月
26
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

　
東
北
森
林
管
理
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/tohoku/
keikaku/h29chikannsejitsu_kouhyou.htm

l

）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
い

園
児
た
ち
も
、木
の
香
り
や
ぬ
く
も
り
を
感
じ
つ
つ
、

思
い
思
い
の
遊
び
方
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
特
に

積
み
木
と
木
の
プ
ー
ル
が
人
気
で
、
積
み
木
で
遊
ん

で
い
た
園
児
た
ち
は
自
分
の
身
長
以
上
の
高
さ
に
積

み
上
げ
、
天
井
ま
で
届
か
せ
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。（
写
真
②
）

　

上
小
阿
仁
村
は
、
総
面
積
の
９
割
を
豊
か
な
森
林

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
暮
ら
す
園
児
た
ち

は
木
や
森
に
親
し
む
機
会
が
少
な
い
よ
う
で
し
た
。

今
後
も
、
園
児
が
木
材
に
親
し
む
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
こ
の
活
動
を
管
内
の
保
育
園
に
お
い
て
継
続

し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
2
月
15
日
、
上
小
阿
仁
村
立
か
み
こ
あ

に
保
育
園
に
お
い
て
園
児
41
名
を
対
象
に
、
米
代
東

部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署
の
主
催
で
出
前｢

木

育｣

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
秋
田
県
水
と
森
の

マ
ス
コ
ッ
ト
「
森
っ
ち
」
か
ら

木
の
役
割
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
を

交
え
て
説
明
が
あ
り
、
木
が
木

材
だ
け
で
な
く
、
き
れ
い
な
水

や
空
気
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後

「
森
っ
ち
」
が
持
っ
て
き
た
木

の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
ま
し
た
。

（
写
真
①
）

　

木
の
お
も
ち
ゃ
は
、
秋
田
県

産
材
を
使
用
し
た
積
み
木
や
卵

型
の
木
の
球
を
敷
き
詰
め
た

プ
ー
ル
、
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
、

輪
投
げ
な
ど
が
あ
り
、
日
頃
は

森林計画等に関する検討会の様子

各
地
か
ら
の

     

た
よ
り

か
み
こ
あ
に
保
育
園
に
お
け
る

 

出
前
「
木
育
」
体
験
の
実
施

米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署
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美しい森林づくり
 　

平
成
30
年
２
月
９
日
、
南
陽
市
の

「
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
（
南

陽
市
文
化
会
館
）」
に
お
い
て
、「
水
林

地
区
森
林
整
備
推
進
協
定
」
締
結
式
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
南
陽

市
水
林
地
区
の
水
林
国
有
林
と
隣
接
す

る
民
有
林
に
お
い
て
、
連
携
、
協
力
し

な
が
ら
団
地
化
を
促
進
し
、
合
理
的
な

路
網
整
備
と
効
率
的
な
森
林
施
業
の
実

施
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
締
結
者
と
な
る
南
陽

市
、
米
沢
地
方
森
林
組
合
、
置
賜
森
林

管
理
署
の
３
者
、
そ
し
て
民
有
林
行
政

の
指
導
機
関
で
あ
る
山
形
県
置
賜
総
合

支
庁
と
協
調
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
こ

と
で
締
結
に
至
り
、
当
署
で
は
小
国
町

の
事
例
に
続
き
２
例
目
の
締
結
と
な
り

ま
す
。

　

区
域
面
積
は
、
国
有
林
が
約
2
8
0

h
a
、
民
有
林
が
約
1
9
8
h
a
。
協

定
期
間
は
平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
、
こ
の
間
、
主
間
伐
の
森
林
整
備

や
路
網
作
設
等
を
実
行
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
林
地
区
は
、
民
有
林
の
中
に
国
有

林
が
介
在
し
た
里
山
で
、
国
有
林
の
手

前
に
は
荻
、
小
滝
と
い
っ
た
集
落
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
有
林
の
境
界
付
近

に
は
農
業
用
灌
漑
用
水
池
が
点
在
す
る

等
、
昔
か
ら
国
有
林
と
も
密
接
な
関
係

の
あ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
締
結
の
民
有
林
区
域
は
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
私
有
林
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
土
地
柄
の
こ
と
も
あ

り
、
締
結
に
向
け
た
住
民
説
明
会
等
に

お
い
て
も
協
力
的
な
意
見
を
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
こ
の
取
組
が
推
進
で
き
た

要
因
の
ひ
と
つ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
当
日
は
、
締
結
者
代
表
と
し

て
、
南
陽
市
長
、
米
沢
地
方
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長
、
当
署
長
、
そ
し
て

立
会
人
と
し
て
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁

森
林
整
備
課
長
に
出
席
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
住
民
代
表
で
あ
る
荻
、
小
滝
の

両
区
長
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
関
係
者

の
見
守
る
中
、
協
定
書
へ
の
署
名
、
記

念
撮
影
等
を
滞
り
な
く
行
い
、
閉
会
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

式
の
挨
拶
の
中
で
、
南
陽
市
長
か
ら

は
「
こ
の
締
結
に
よ
っ
て
、
森
林
及
び

林
業
の
再
生
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
南
陽
市
に
お
い
て
平
成
25
年
、

26
年
の
２
年
連
続
し
て
発
生
し
た
豪
雨

災
害
の
中
で
、
森
林
の
適
正
な
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
箇
所
か
ら
の
流
木

あ
る
い
は
土
砂
の
流
出
等
に
よ
っ
て
被

害
が
拡
大
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
協
定
に

よ
っ
て
森
林
の
持
つ
国
土
の
保
全
機
能

を
は
じ
め
、
多
面
的
な
機
能
の
維
持
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
み
な
さ

ん
で
も
う
一
度
再
確
認
し
て
い
た
だ
け

る
契
機
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
森
林
、

林
業
の
活
性
化
に
加
え
、
全
国
的
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
南
陽
市
の
豪
雨
災

害
の
事
例
を
紹
介
し
、
災
害
防
止
や
被

害
軽
減
に
も
言
及
す
る
等
こ
の
協
定
に

対
す
る
期
待
の
大
き
さ
が
伺
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
協
定
の
締
結
を
進
め
る
過
程
に

お
い
て
、
多
く
の
方
々
が
森
林
・
林
業

の
再
生
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
、
国
有

林
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
期
待
に
署
と

し
て
も
で
き
る
限
り
応
え
て
い
く
た
め

に
も
、
地
域
の
意
見
・
要
望
、
民
有
林

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
引
き
続
き

民
国
連
携
し
た
森
林
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
国
連
携
の
森
林
づ
く
り
に
向
け
て

　
　
　
　

～
森
林
共
同
施
業
団
地
の
締
結
～

置
賜
森
林
管
理
署

森林共同施業団地位置図

協定書への署名

締結後の記念撮影
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２
月
22
日
か
ら
１
泊
２
日
の
行
程
で
、
平
成

28
年
度
森
林
総
合
監
理
士
資
格
取
得
者
５
名
に

よ
る
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
杜
市
の
視
察
を

行
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

今
回
の
視
察
は
、
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て

見
聞
を
広
め
る
た
め
、
自
ら
が
視
察
先
を
選
定

し
、視
察
先
へ
の
依
頼
や
管
轄
局
署
と
の
調
整
、

現
地
ま
で
の
交
通
手
段
等
の
計
画
を
立
て
、
冬

の
岡
山
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
初
日
は
電
車
を

乗
り
継
ぎ
な
が
ら
夕
方
に
岡
山
県
の
津
山
駅
に

到
着
後
、岡
山
森
林
管
理
署
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

岡
山
森
林
管
理
署
で
は
熊
野
署
長
か
ら
国

有
林
に
お
け
る
木
材
の
生
産
・
販
売
状
況
や

真
庭
市
の
林
業
・
木
材
産
業
振
興
の
取
組

の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
日
は

C
L
T
を
使
用

し
て
建
て
た
真
庭

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
サ

ン
ラ
イ
ズ
に
宿
泊

し
、
C
L
T
に
よ

る
建
物
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
手

を
触
れ
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

次
の
日
は
、
岡

山
署
の
福
本
森
林

技
術
指
導
官
に

日
本
に
お
け
る

C
L
T
製
造
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
銘
建
工

業
株
式
会
社
の
工
場
を
ご
案
内
い
た
だ
き
、
田

口
代
表
取
締
役
専
務
か
ら
C
L
T
の
製
造

や
課
題
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

C
L
T
は
１
９
９
０
年
代
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ

ア
を
中
心
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
、
熟
練
工

で
な
く
て
も
施
工
が
で
き
、
事
前
プ
レ
カ
ッ
ト

に
よ
り
工
期
短
縮
、
断
熱
、
耐
火
、
耐
震
、
B

材
の
有
効
活
用
や
、
１
日
で
３
階
建
て
の
ビ
ル

が
組
み
上
げ
ら
れ
る
工
法
と
し
て
現
在
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
課
題
と
し
て
、
全
て
受

注
生
産
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
納
入
先
の

各
業
者
で
必
要
と
す
る
C
L
T
の
規
格
や
金

具
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
画
一
的
な
プ
レ
カ
ッ

津山駅

岡山森林管理署前にて（右から３人目が熊野署長）

CLT を使用したホテル全景CLT を使用した内装

プレス機

森
林
総
合
監
理
士

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
杜と

し市

　
　
　
視
察
研
修
に
参
加
し
て

三
八
上
北
森
林
管
理
署
　
森
林
技
術
指
導
官
　
工
藤
　
信
彦

盛
岡
森
林
管
理
署
　
　
　
地
域
林
政
調
整
官
　
工
藤
　
圭
一

　
岩
手
南
部
森
林
管
理
署
　
主
任
森
林
整
備
官
　
八
木
　
　
修

仙
台
森
林
管
理
署
　
　
　
主
任
森
林
整
備
官
　
畠
山
　
　
悟

米
代
東
部
森
林
管
理
署
　
上
小
阿
仁
支
署
　
　
　
　
　
　
　

総
括
森
林
整
備
官
　
木
村
　
秀
樹

The Letter From Each Place
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　今年度から植物関係のコラムを担当させていた

だきます、森林技術・支援センターの増田です。

よろしくお願いします。

　４月といえばサクラの季節です。日本では野生

種や園芸品種などを含めると約600種類あるとい

われています。シダレザクラ、ヤエベニシダレ、オ

オカンザクラ、コブクザクラなど様々ありますが、

その中でも、一番なじみの深いものがソメイヨシ

ノ（染井吉野）ではないでしょうか。

　元々、江戸時代に江戸の染井村（現在の東京都豊

島区駒込あたり）で吉野桜として売り出していま

したが、染井村の吉野桜ということから、ソメイヨ

シノとなったそうです。最新の遺伝子解析の結果、

ソメイヨシノはエドヒガンとオオシマザクラが交

配した雑種であることがわかりました。また、日本

中にあるすべてのソメイヨシノは１本のソメイヨ

シノの原木から接ぎ木で増やしたクローンである

ことがわかっています。

　そのソメイヨシノは寿命60年と言われたりしま

すが、青森県の弘前公園に現存する日本最古と言

われるソメイヨシノは、樹齢が130年を超えていま

す。ことわざの中にサクラ切る馬鹿、梅切らぬ馬鹿

というものがあり、その意味はサクラは幹や枝を

切るとその部分が腐りやすいが、梅は余計な枝を

切らないと翌年花が咲かなくなることからきてい

ます。実際はサクラも切る時期と切り方が適切で

あれば、問題はありません。むしろ手入れをした方

がいいのです。弘前公園のソメイヨシノはリンゴ

の剪定技術がいかされ、適切に管理されているた

め花付きがよく樹勢も旺盛です。

　そんなソメイヨシノのエピソードを知って、お

花見するとまた違った視点で楽しむことができる

のではないでしょうか。

ソメイヨシノ（染井吉野） シダレザクラ（枝垂桜） ヤエベニシダレ（八重紅枝垂）

コブクザクラ（子福桜） オオカンザクラ（大寒桜） 現存する日本最古とされるソメイヨシノ

森林技術・支援センター　森林技術専門官　増田　悠介

ソメイヨシノのエピソードmini 
corumn

た
り
効
率
的
な
分
業
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
に
は
、
地
元

自
治
体
の
役
割
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
の
森

林
・
林
業
に
精
通
す
る
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
、

自
治
体
を
支
援
す
る
役
割
の
意
義
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
度
の
視
察
に
際
し
て
は
本
局

並
び
に
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
、
岡
山
森
林
管

理
署
よ
り
多
大
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
期
待
に
添
え
る
よ
う
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ト
が
難
し
い
こ
と
に
よ
る
製
造
コ
ス
ト
、
建
て

る
ま
で
の
C
L
T
保
管
の
問
題
や
建
築
設
計

か
ら
プ
レ
カ
ッ
ト
ま
で
行
え
る
共
通
の
ソ
フ
ト

が
な
い
な
ど
、
諸
外
国
よ
り
遅
れ
て
い
る
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
工
場
に
お
い
て
は
、

乾
燥
→
桟
積
み
・
桟
バ
ラ
し
ラ
イ
ン
→
粗
取

り
・
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
→
フ
ィ
ン
ガ
ー
ジ
ョ
イ

ン
ト
・
仕
上
げ
切
削
→
プ
レ
ス
→
加
工
→
出
荷
、

の
工
程
を
見
学
し
、
C
L
T
が
次
々
と
作
ら

れ
て
い
る
様
子
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
隣
接
す
る
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

株
式
会
社
の
発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の

発
電
所
は
銘
建
工
業
な
ど
10
社
が
株
主
と
な
り

設
立
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

取
制
度
（
F
I
T
）
を
利
用
し
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
発
電
所
の
稼
働
、
出
力
１
０
，
０
０
０

k
w
、
約
２
２
，
0
0
0
世
帯
分
で
真
庭
市

の
一
般
家
庭
を
賄
え
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
発

電
に
使
用
す
る
木
材
は
地
元
の
約
80
の
企
業
で

構
成
さ
れ
て
い
る
木
質
資
源
安
定
供
給
協
議
会

を
通
し
て
購
入
し
て
お
り
、
安
定
供
給
協
議
会

は
未
利
用
木
材
、
一
般
木
材
の
証
明
事
務
に

Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
る
の
で
、
納
入

時
に
証
明
木
材
で
あ
る
こ
と
が
即
座
に
わ
か
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
集
め
た
木
質
燃

料
は
、
発
電
用
ボ
イ
ラ
や
蒸
気
用
ボ
イ
ラ
で
燃

焼
さ
せ
、
電
力
会
社
へ
の
売
電
の
ほ
か
、
隣
接

す
る
工
場
へ
発
生
し
た
蒸
気
や
熱
を
送
り
、
木

材
乾
燥
や
工
場
暖
房
に
も
使
用
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

続
い
て
、
真
庭
木
材
事
業
協
同
組
合
バ
イ
オ

マ
ス
集
積
基
地
第
２
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
平
成
26
年
10
月
に
稼
働
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
用
燃
料
の
収
集
・
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
で
計
量
・
記

録
し
、
枝
葉
も
買
い
上
げ
て
い
ま
す
。
施
設
を

案
内
し
て
頂
い
た
樋
口
専
務
理
事
か
ら
は
、
未

利
用
木
材
と
一
般
木
材
は
し
っ
か
り
と
分
別
管

理
し
、
林
地
残
材
、
製
材
端
材
、
不
良
部
材

等
、
こ
れ
ま
で
産
業
廃
棄
物
と
し
て
有
償
処
分

さ
れ
て
た
も
の
を
有
効
活
用
す
る
「
木
を
使
い

切
る
」
シ
ス
テ
ム
の
重
要
拠
点
と
し
て
自
負
し

て
い
る
と
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
軽
ト
ラ
で
の
納
入
も
歓
迎
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
産
業
廃
棄
物
だ
っ
た
も
の
が
お

金
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
口

コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
買

い
取
っ
た
も
の
は
発
電
所
に
納
入
で
き
る
チ
ッ

プ
形
式
に
加
工
す
る
ほ
か
、
発
電
所
は
納
入
さ

れ
る
チ
ッ
プ
の
含
水
率
調
査
を
行
っ
て
買
取
単

価
を
決
め
る
た
め
、
作
っ
た
チ
ッ
プ
は
半
日
で

も
天
日
干
し
に
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
自
分
た
ち
で
山
の
作
業
班
を
も
っ
て
搬
出

単
価
を
下
げ
る
努
力
や
、
枝
葉
を
現
場
ま
で
取

り
に
い
く
と
い
う
試
み
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
山
で
の
作
業
を
行
う
に
し

て
も
、
林
業
用
の
機
械
は
高
く
、
バ
イ
オ
マ
ス

だ
け
で
山
を
や
る
の
は
ま
ず
無
理
で
あ
り
、
製

材
と
セ
ッ
ト
で
考
え
る
の
が
前
提
で
あ
る
と
い

う
こ
と
、枝
葉
を
現
場
ま
で
取
り
に
い
く
の
も
、

そ
れ
自
体
で
は
収
支
が
合
わ
な
い
の
で
、
総
合

的
な
収
支
で
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

集
ま
っ
て
く
る
木
材
の
処
理
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
山
で
の
搬
出
単
価
や
枝
葉
収
集
の
問
題
に

ま
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
地
域
一
帯
と
な
っ

た
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
総
合
的
取
組
と
し

て
、
い
く
つ
か
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
山
か
ら
切
り
出
し
た
木
を
製
材

用
、
発
電
用
、
そ
し
て
熱
利
用
と
し
て
使
い
切

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
使
い
切
る
仕
組

み
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
捨
て
て
い
た
端
材
や

林
地
残
材
ま
で
が
お
金
に
換
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
使
用
す
る
木
材
が
未
利
用
材
な

の
か
一
般
材
な
の
か
を
効
率
的
に
証
明
す
る
仕

組
み
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
木
材
か
ら
生
み

出
す
利
益
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

が
木
材
の
搬
出
や
利
用
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
各
企
業
・
団
体
が
川
上
か
ら
川

下
ま
で
協
力
し
て
木
材
の
流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
仕
組
み
が
あ
り
、
こ
の
協
力
体
制
に

よ
っ
て
、
地
域
の
木
材
産
業
の
課
題
を
解
決
し

チップの保管状況

樋口専務理事の説明

バイオマス発電所全景

チップ用材料の集積状況
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　今年度から植物関係のコラムを担当させていた

だきます、森林技術・支援センターの増田です。

よろしくお願いします。

　４月といえばサクラの季節です。日本では野生

種や園芸品種などを含めると約600種類あるとい

われています。シダレザクラ、ヤエベニシダレ、オ

オカンザクラ、コブクザクラなど様々ありますが、

その中でも、一番なじみの深いものがソメイヨシ

ノ（染井吉野）ではないでしょうか。

　元々、江戸時代に江戸の染井村（現在の東京都豊

島区駒込あたり）で吉野桜として売り出していま

したが、染井村の吉野桜ということから、ソメイヨ

シノとなったそうです。最新の遺伝子解析の結果、

ソメイヨシノはエドヒガンとオオシマザクラが交

配した雑種であることがわかりました。また、日本

中にあるすべてのソメイヨシノは１本のソメイヨ

シノの原木から接ぎ木で増やしたクローンである

ことがわかっています。

　そのソメイヨシノは寿命60年と言われたりしま

すが、青森県の弘前公園に現存する日本最古と言

われるソメイヨシノは、樹齢が130年を超えていま

す。ことわざの中にサクラ切る馬鹿、梅切らぬ馬鹿

というものがあり、その意味はサクラは幹や枝を

切るとその部分が腐りやすいが、梅は余計な枝を

切らないと翌年花が咲かなくなることからきてい

ます。実際はサクラも切る時期と切り方が適切で

あれば、問題はありません。むしろ手入れをした方

がいいのです。弘前公園のソメイヨシノはリンゴ

の剪定技術がいかされ、適切に管理されているた

め花付きがよく樹勢も旺盛です。

　そんなソメイヨシノのエピソードを知って、お

花見するとまた違った視点で楽しむことができる

のではないでしょうか。

ソメイヨシノ（染井吉野） シダレザクラ（枝垂桜） ヤエベニシダレ（八重紅枝垂）

コブクザクラ（子福桜） オオカンザクラ（大寒桜） 現存する日本最古とされるソメイヨシノ

森林技術・支援センター　森林技術専門官　増田　悠介

ソメイヨシノのエピソードmini 
corumn
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昭和60. 4　農林水産省入省
平成25. 4　九州局　計画保全部長
平成27. 4　九州局　業務管理官
平成28. 4　林野庁　林政課監査室長

中山　浩次
（熊本県）

こう じなかやま

昭和61. 4　高知局　魚梁瀬署
平成24. 4　四国局　総務課長
平成26. 4　近畿中国局　保全課長
平成28. 4　北海道局　網走中部森林管理署長

門田　成生
（愛媛県）

総務企画部長

なる おかど た

INFORMATION

新任者略歴紹介
４月１日付け

次長
（青森事務所長）

平成17.4　農林水産省入省
平成25.4　林野庁治山課企画班保安林計画係長
平成26.4　国土交通省九州地方整備局
　　　　　　国営海の中道海浜公園事務所調査設計課長
平成28.4　外務省国際協力局国別開発協力第一課課長補佐

宮前　　崇
（東京都）

たかしみやまえ

昭和54. 4　秋田局　土木課
平成23. 5　東北局　三八上北署次長
平成25. 4　東北局　総務企画部専門官
平成28. 4　東北局　企画調整課監査官

上杉　修一
（秋田県）

しゅういちうえすぎ

治山課長

昭和58. 4 青森局　造林課
平成24. 4 東北局　置賜署次長
平成26. 4 東北局　森林整備部企画官
平成28. 4 東北局　森林技術・支援センター所長

笠井　史宏
（青森県）

朝日庄内森林生態系
保全センター所長

し こうかさい

津軽白神森林生態系
保全センター所長

昭和54. 4　青森局　治山課
平成24. 1　東北局　総務部専門官
平成25. 4　東北局　総務企画部専門官
平成27. 4　東北局　青森署次長

髙阪　　覚
（青森県）

さとるこうさか

昭和61.  4　帯広支局　造林課
平成26.10　林野庁業務課課長補佐（地域振興・分収林班担当）
平成27.  4　林野庁業務課課長補佐（地域振興班担当）
平成28.  4　近畿中国局　森林整備部長

高井　秀章
（東京都）

ひであきたかい

金木支署長

昭和53.  4　秋田局　作業課
平成25.  4　大臣官房環境政策課課長補佐
平成27.10　大臣官房政策課課長補佐
平成28.  4　東北局　三陸中部森林管理署長

畠沢　重年
（秋田県）

岩手北部森林
管理署長

しげとしはたざわ

青森森林管理署長

昭和57. 4　青森局　計画課
平成24. 4　東北局　庄内署次長
平成26. 4　東北局　盛岡署次長
平成28. 4　東北局　総務課企画官

東海林　見
（岩手県）

けんし ょ う じ

昭和54. 4　青森局　作業課
平成24. 4　東北局　山形署次長
平成26. 4　東北局　湯沢支署長
平成27. 4　東北局　保全課長

菅野　敏裕
（岩手県）

とし ひろかんの

久慈支署長

昭和57. 4 　農林水産省入省
平成24. 4　東北局　三陸中部森林管理署長
平成26. 4　関東局　茨城森林管理署長
平成28. 4　九州局　福岡森林管理署長

安永　正治
（福岡県）

盛岡森林管理署長

まさはるやすなが

三陸中部森林
管理署長

昭和55. 4　青森局　人事課
平成25. 4　北海道局　日高南部森林管理署長
平成27. 4　東北局森林技術・支援センター所長
平成28. 4　東北局三陸北部森林管理署長

野藤　昌弘
（青森県）

まさ ひろのとう

平成  3. 4　農林水産省入省
平成24. 4　消費・安全局表示・規格課課長補佐
平成26. 4　四国局　計画課長
平成28. 4　林野庁経営企画課企画官

池 田 秀 明
（熊本県）

ひで あきいけ　だ

米代東部
森林管理署長

昭和54.  4　秋田局　利用課
平成23.  5　東北局　計画部企画官
平成25.  4　東北局　森林整備部企画官
平成26.10　東北局　金木支署長

片岡　　操
（秋田県）

みさおかたおか

保全課長

昭和57.  4　秋田局　造林課
平成23.  5　東北局　宮城北部署次長
平成26.  4　東北局　企画調整課監査官
平成27.12　東北局　遠野支署長

小笠原　孝
（秋田県）

たかしおがさわら

森林技術・支援
センター所長

昭和53. 4 青森局　造林課
平成24. 1 東北局　総務課長
平成27. 4 東北局　由利森林管理署長
平成28. 4 東北局　米代東部森林管理署長

小野　義秀
（青森県）

よしひでお　の

三陸北部森林
管理署長

平成  8.  4　農林水産省入省
平成20.  8　農林水産省大臣官房国際部

輸出促進室国際専門官
平成24.10　環境省自然環境局

自然環境計画課課長補佐（併）審査官
平成27.  4　林野庁治山課課長補佐（企画班担当）

野木　宏祐
（東京都）

こうすけの　ぎ

遠野支署長

昭和55.  4　秋田局 経理課
平成24.  8　東北局森林整備部企画官
平成26.10　東北局森林整備部企画官

（技術開発・普及担当）
平成28.10　東北局久慈支署長

一ノ宮　秀和
（秋田県）

最上支署長

ひで かずいち の みや

秋田森林管理署長
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私
は
採
用
か
ら
20
年
が
過
ぎ
、
初
め
て
ふ

る
さ
と
で
あ
る
秋
田
県
北
秋
田
市
で
勤
務
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
鷹
巣
森
林
事
務
所

は
北
秋
田
市
の
旧
鷹
巣
町
内
に
あ
り
、
母
校

の
鷹
巣
農
林
高
校
が
あ
っ
た
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。
現
在
は
北
秋
田
市
内
の
４
校
が
合
併

し
秋
田
北
鷹
高
校
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
若

干
寂
し
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
。

と
も
あ
れ
、
実
家
か
ら
の
通
勤
が
可
能
に
な

り
、
自
転
車
で
の
通
学
路
を
自
動
車
に
乗
り

換
え
、
あ
の
こ
ろ
か
ら
移
り
変
わ
っ
た
景
色

を
感
慨
深
く
眺
め
な
が
ら
通
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
鷹
巣
町
は
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
で
世
界
一
の
認
定

を
受
け
た
綴
子
大
太
鼓
が
有
名
で
す
。
綴
子
大
太
鼓

は
、
古
く
か
ら
雨
乞
い
の
神
事
と
し
て
大
太
鼓
を
雷

鳴
に
似
せ
祈
願
し
て
い
ま
す
が
、
上
町
と
下
町
の
奉

納
の
先
陣
争
い
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
毎
年
交

互
に
神
事
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
先
陣
争
い
で
は
無
く
大
き
さ
を
競
う
よ
う
に
な

り
、
現
在
の
最
大
直
径
は
上
町
が
３
．
８
ｍ
、
下
町

が
３
．
７
１
ｍ
に
な
り
、
大
太
鼓
の
上
に
乗
り
な
が

ら
響
か
せ
る
音
は
、
ま
さ
に
雷
鳴
が
轟
く
よ
う
な
大

迫
力
で
す
。
こ
の
大
太
鼓
の
胴
材
に
は
、
天
然
秋
田

杉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
昔
よ
り
優

良
な
木
材
を
産
出
し
て
い
る
土
地
で
あ
る
こ
と
を

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
森
林
事
務
所
は
、
旧
鷹
巣
町
北
部
の
国
有
林

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
南
部
は
七
日
市
森
林

事
務
所
が
管
理
し
て
お
り
、
合
同
事
務
所
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
２
人
の
森
林
官
が
勤
務
し
て
い

ま
す
。
管
内
は
秋
田
杉
の
人
工
林
が
多
く
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
木
材
生
産
が
盛
ん
で
、
29
年
度

は
請
負
事
業
で
約
１
７
，
０
０
０
㎥
を
生
産
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
多
発
し
て
い
る

局
地
的
な
豪
雨
等
に
よ
り
林
道
が
崩
れ
、
管
轄
区

域
が
町
の
外
縁
に
点
在
し
行
き
止
ま
り
の
林
道
も

多
く
、
現
地
に
た
ど
り
着
け
な
い
こ
と
が
あ
り
、

対
応
に
苦
労
す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、こ
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
中
で
、

森
林
学
習
へ
の
協
力
が
あ
り
、
鷹
巣
南
小
学
校
は

大
変
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
は
毎
年
、
季
節
ご
と
に
育
林
教
室
を

行
っ
て
お
り
、
29
年
度
は
、
優
れ
た
環
境
保
全
活

動
や
育
林
活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、

環
境
大
賞
（
県
知
事
賞
）
や
東
北
森
林
管
理
局
長

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
育
林
教
室
で
は
、
署
や

事
務
所
で
講
師
と
し
て
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
29

年
度
は
木
材
生
産
や
利
用
方
法
、
そ
れ
に
伴
う
職

業
を
学
習
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
例
年
の

育
林
教
室
に
加
え
、
生
産
現
場
の
見
学
会
や
座
学

を
実
施
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
実
施
で
多
少
の
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
の
感
想
文
や
、
校
長

の
30
年
度
も
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
言
葉
か
ら
、

概
ね
好
評
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
活
動
を
通
じ
て
、
林
業
に
興
味
を
持
ち
、
林
業

マ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
希
望
し
な
が
ら
今

後
も
協
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

鷹巣南小学校の育林教室

林況調査

綴子大太鼓
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20 年ぶりのふるさとで
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東北森林管理局では、日本の
森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。

　
月
山
（
が
っ
さ
ん
）
は
、
山
形
県
の
中
央
部
に
あ
り
、
山
形
盆
地
、
庄
内
平
野
、
最

上
地
方
か
ら
よ
く
見
え
、
出
羽
丘
陵
の
南
部
に
位
置
す
る
標
高
1
，
9
8
4
m
の
火
山

で
、
山
域
は
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
の
特
別
区
域
に
指
定
さ
れ
、
日
本
百
名
山
、
新
日
本

百
名
山
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
写
真
②
）

　
ま
た
、
出
羽
三
山
（
月
山
、
湯
殿
山
、
羽
黒
山
）
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、
修
験
者

の
山
岳
信
仰
の
山
と
し
て
知
ら
れ
、
蜂
子
皇
子
が
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
松

尾
芭
蕉
は
奥
の
細
道
で
「
雲
の
峯 

い
く
つ
崩
れ
て 

月
の
山
」
と
詠
ん
で
お
り
ま
す
。

　
山
頂
の
月
山
神
社
に
は
、
現
在
で
も
多
く
の
修
験
者
や
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
冬
期
間
の
積
雪
量
が
豊
富
で
高
地
の
た
め
消
雪
が
遅
い
（
一
部
万
年
雪
）
こ
と
か
ら
、

梅
雨
時
の
大
量
の
雪
解
け
水
が
火
山
噴
出
物
に
大
量
に
浸
透
し
、
山
麓
の
多
数
の
ブ
ナ

に
代
表
さ
れ
る
広
葉
樹
林
帯
が
水
源
林
の
役
目
を
負
っ
て
滞
留
時
間
4
0
0
年
と
も
言

わ
れ
る
天
然
の
ダ
ム
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
麓
に
は
多
く
の
湧
水
が
あ
り
、

山
麓
は
月
山
山
麓
湧
水
群
と
し
て
名
水
百
選
、
月
山
行
人
清
水
の
森
と
し
て
水
源
の
森

百
選
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
上
水
道
灌
漑
用
水
の
水
源
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。（
写
真
①
）

  

高
層
湿
原
や
高
山
植
物
、
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
等
の
高
山
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
植
物

が
多
く
見
ら
れ
、
ス
イ
レ
ン
科
の
オ
ゼ
コ
ウ
ホ
ネ
、
キ
ク
科
の
ウ
サ
ギ
ギ
ク
等
の
高
山

性
の
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
花
の
百
名
山
及
び
新
花
の
百
名
山
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

  
動
物
で
も
オ
コ
ジ
ョ
、
イ
ワ
ヒ
バ
リ
等
の
珍
し
い
動
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
天
然

記
念
物
の
天
然
保
護
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
豊
富
な
積
雪
に
よ
り
、
月
山
ス
キ
ー
場
で
は
４
月
か
ら
７
月
ま
で
夏
ス
キ
ー
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
写
真
③
）

　
７
月
と
も
な
れ
ば
、
天
気
の
良
い
日
に
は
半
袖
シ
ャ
ツ
で
ス
キ
ー
が
出
来
る
な
ど
、

平
地
は
真
夏
日
で
も
月
山
ス
キ
ー
場
に
来
れ
ば
ま
だ
天
然
の
雪
で
の
ス
キ
ー
が
可
能

で
す
。

　
夏
ス
キ
ー
以
外
で
も
登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
短
い
夏
の
間
楽
し
め
ま
す
。

　
麓
の
西
川
町
志
津
温
泉
か
ら
月
山
山
頂
ま
で
の
登
山
は
、片
道
約
３
時
間（
姥
沢
コ
ー

ス
：
姥
沢
駐
車
場
か
ら
山
頂
ま
で
）
ほ
ど
で
日
帰
り
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
六
十
里
越
街
道
（
約
10
k
m
、
西
川
町
志
津
温
泉
か
ら

湯
殿
山
）
の
外
、
残
雪
と
ブ
ナ
新
緑
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
紅

葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
地
元
志
津
温
泉
や
西
川
町
観
光
協
会
で
企
画
・
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
ス
キ
ー
や
登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
あ
と
に
は
、
地
元
の
志
津
温
泉
で
汗
を
流
す
と

共
に
、
月
山
の
恵
み
の
山
菜
や
川
魚
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ
の
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
様
も
、
夏
の
暑
い
時
期
に
当
地
ま
で
涼
を
求
め
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
写
真
④
）

我
が
署
の
名
所

月
山

が
っ

　さ
ん

山
形
森
林
管
理
署
管
内

　
　
　
　
　
　山
形
県
西
村
山
郡
西
川
町

●東北森林管理局ホームページもぜひご覧ください　http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/
●発行日／平成30年４月　●発行／東北森林管理局　秋田市中通五丁目９-16　TEL 018（836）2192

169Vol.

◎交通アクセス
山形市内から約５０ｋｍ　車で約９０分
山形自動車道月山ICから約12km　車で約２０分

山形森林管理署
〒991-0053　山形県寒河江市元町1丁目17-2
TEL 0237-86-3161　FAX 0237-86-3163

① 寒河江市からの月山(冬期)④ 志津温泉 ③ 月山スキー場

② 月山（夏期）

112

287

48

13

the Noted Place of My Jurisdiction

月山

西川I.C

山形北I.C

山形

山形自動車道

寒河江
寒河江I.C

月山I.C

神町

山形空港

山形蔵王
I.C

山
形
新
幹
線


